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Desnoyers［1992］. “ ‘The Thin Edge of the Wedge’ ”，20世紀初頭の国費留学生派遣と清の近代化について書かれた































や 20世紀初頭の清からの国費留学生派遣とアメリカの援助について書かれたMichael H. Hunt［1972］. “The 




4）1930年の国勢調査（Table 20 “Population of the Minor Races other than Mexican, by Nativity, by States” in  the 
Fifteenth Census of the United States, 1930 ）に基づいて筆者が算出した。1910年には，在米 71,531人のうちアメリ




はなく清国内の政治だった［Wu 1928］。アメリカで最初に設立された政治組織は Dee Lung Tong
あるいは High Justiceと呼ばれるもので，1860年代につくられ，その目的は清朝転覆であった。
このほか，ウーは清の政治のために組織化された団体としてもう 2つ挙げている。1つは保皇会
（Baohuanghui：英語名 the Chinese Empire Reform Association），いまひとつは同盟会（Tongmenhui：




















 　合衆国国勢調査の人口の項目に「チャイニーズ」が加わったのは 1870年からだ。その 1870年の
国勢調査によると，イリノイ州には 1人いたことが記録されている。チャイニーズがサンフランシ
スコからシカゴへ集団で移動し始めたのは，その 6年後のことだった。彼らは T. C. モイ（Moy：梅）
を中心とする人びとで，1878年になるとさらに 60人―モイの家族や友人―がシカゴに到着した














［Grossman, Keating & Reiff [Eds]., 2004: 158 ― 159］，これ以前から会館の影響下には置かれていた
［ Chicago Tribune , May 17, 1893］。シカゴのチャイニーズのなかで，資本とビジネスの点でもっと
も権力があったのは，最初に移住してきたモイ氏の氏族組織で，その次にはウォン（Wong：黄）
氏の氏族組織が位置した［ ibid . 4 April 1893; Fang, 1926: 129 ― 133］。地元新聞シカゴ・トリビューン
では，モイ氏の組織は 500人を擁し，いっぽうウォン氏の組織には 100人が属していると紹介され
ている。また，同じくトリビューンによれば，モイ氏は 200人，ウォン氏は 50人という別の情報
もある［ ibid . April 16, 1893］。このほかに 800人のチャイニーズがいたが，彼らは 40の別々の氏族







［ Chicago Tribune , April 7, 16, 29, November 25, 1893］。 
 　モイ氏の支配に対する敵意はその後も続いた。1893年までには，トリビューン紙が「チャイニー
ズ同士の関係はここ 2年でかなり緊張した。その背景には，いくつかの氏族つまり派閥間での嫉妬












あった［ ibid . April 7, 12, 13, 16, 29, 1893］。 
 　この襲撃事件の裁判によりモイ氏・ウォン氏の関係は決定的に悪化した。裁判に備えるために，
 6）国勢調査の結果と，地元新聞が伝えるチャイニーズの人口は一致しない。新聞は，1894年の段階で 3,000人と見
積もっている（ Chicago Tribune , March 4, 1894）。また，年代は異なるが 1930年代にシカゴ学派のバージェスのも











































 　以下，ウォンについての記述は  Chicago Tribune 紙， Chicago Times 紙， New York Times 紙， San Francisco Chronicle 
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第一に，チャイニーズに対する偏見や誤解について講演・討論，執筆する活動を開始した。ウォン





























ズは 4万人，アメリカ生まれでなくとも居住年数が 10 ― 40年で永住するつもりの者が 5万人いるとされ
ている。この組織の会員リストを埋めているのはこういったチャイニーズである ”［December 12, 1897］ 
紙およびウォンとウォンが設立した同権同盟（Chinese Equal Rights League）が執筆した新聞やエッセイの分析に基づ
いている。ただしウォンのエッセイは少ないうえに，現存が確認できたウォンが発行した新聞はシカゴで発行された















































をもたない人びとにより，脅迫・殺害を企てられることもあったほどである［ New York Times , 
June 10, 1883: July 15, 1884: March 4, May 21, 1885: March 7, 1888: November 6, 1894;  Chicago 

























を 2度務めたが（1896 ― 1902年，1907 ― 1909年），たびたびシカゴを訪れ（シカゴ・チャイニーズ・アメリカン博物




 “…サウスクラーク通りには 1890年の終わりごろには 500人の中国人が住んでおり，生活に喘いでいた。この 500人は一
緒に生活し，自分たちで泊まる所をなんとかし，食事も作っていた。彼らはただただ食べて，働いて，寝ているだけだっ
た ”［Fan 1926: 24 ― 25］。 
 チャイニーズはまともな生活を送れるだけの十分な場所すら確保できないでいた。1920年代に T. C. モイにインタ
ビューを行ったとしてすでに紹介したファンによると，「ワシントンに駐在している公使にしても，先見の明のあ
るシカゴのチャイニーズにしても，こうした状況は放置しておけないほどひどかった。そのため，伍から指示を受



































としてまとめられる［ Chicago Tribune , December 12, 1897］。ここで「近代的思想」とは，権利・

























る革命を支持する人びとに手を貸す意志があることを宣言していた［ New York Times , August 17, 
1874］。しかし，すでに述べたとおり，シカゴのチャイニーズのあいだで近代化の方法として革命
が求められる声が上がり，同権同盟が孫文と革命の支持を公に表明するのは，1896年まで待たね





立てた計画は，清・イギリス・アメリカで急激に完了されつつある」と紹介されている［ ibid . 









































































めている。そしてチャイナ／清がそれに続いている」［ Chinese Students’ Monthly , 2 (6). 1907, pp. 
133 ― 134］。 
 　このように，列強による侵略・分割を避けるために改革と近代化が切迫した課題とされていたこ
とが，海外留学生派遣の背景にある。留学先は人数の点では日本が最多で，1909 ― 10年で 2,387人，
1917年で 2,727人にのぼった。これに対してアメリカは，1909 ― 10年が 207人，1917年が 1,084人で，




こで，最初の 4年間は毎年 100人，その後は年間最低 50人を派遣する計画が立てられた［Hunt 
1972］。 


























わない」［ Chinese Students ’  Monthly , Ⅶ , No. 5, March 1912, p420］多くの第 2世代に，愛国主義を
広げるために，1902年 10月 17日，同盟は設立された。1903年には中西部支部（Chinese 
Students’Alliance of the Middle West）がシカゴに結成された。中西部全体のチャイニーズを対象と
した支部ではあったが，ふたを開けてみると，ほとんどのメンバーはシカゴないし近隣に住む者た
ちばかりで人数もそれほど集まらなかったため，1909年に解散された。また，1904年コーネル大
学で学ぶ留学生たちにより「イサカ・チャイニーズ学生同盟（Ithaca Chinese Students’ Alliance）」
が作られた。同年 8月にはアマーストで 36人の学生が会議を開き，「東部チャイニーズ学生同盟




親交を深めること，第三に，留学生に共通する利益を計ることであった［ Monthly , VII, No. 5, 
March 1912］。そして，加盟者数も次第に増加し，清からの全留学生に占める加盟者の割合は，
1908年 3分の 2，1991年 60％，1914年 65％となった［Ye 2001］。 
 　同盟のおもな活動は，全米の留学生の消息を知らせ，親交をはかるために，年に 8回雑誌『マン
15）科挙は 1904年に廃止された。1905 ― 29年にかけて 110人以上の留学生がアメリカで博士号を取得した。彼らは帰
国後，教育分野や公職で採用されることが多かった。1905年には留学生を対象とした政府による官僚登用試験が
始められた。科挙廃止後はこの試験が公職への唯一の窓口となった［Ye 2001］。 
16）その後 1905年 31月 31日には，同盟のメンバーであったバークレーの学生 14人が分裂し，独立組織を結成した
（Pacific Coast Chinese Students’ Association）を結成した。独立の理由は公には伏せられた。 
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解釈していた［ Monthly , 2(6). 1907, p. 134］。第二に，アメリカを手本にしながらも，しかし，ぎゃ
くにチャイナ／清がアメリカに教えられることもあると強調していた。例えば，西洋がチャイナ／
清に科学を教えられるいっぽうで，チャイナ／清は西洋に対し道徳的価値観（歴史，年長者，家族























17）『マンスリー』は 1905年 “The Chinese Students’ Bulletin”というタイトルで刊行が開始され，のちに同盟の会長
を務めるコロンビア大学の顧維鈞が編集を担当した。1907年の Volume 3から『マンスリー』に名前が変更された
（Center for Chinese Research Materials 1974）。現存しているのは 1906年に刊行された Volume2から廃刊した 1931
年に発行されたものまでであり，Volume1は残っていない。 
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して成功しなかった―と同じ存在である，と『マンスリー』は訴えた［ Monthly , 3(6). 1908, pp. 

























強調するべきだという忠告が発せられていた［ Monthly , 3(1). 1907, pp. 13 ― 17］。しかし，しだいに
公然と批判する記事が掲載されるようになっていった。こうした記事では，奴隷制を廃止したこと






うに，1912年になると，西洋的な近代化までも否定する記事が掲載されるようになった［ Monthly , 
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 What “Modernization” Meant to Migrants in Late 19th early 
20th Century America: Focusing on Chinese Students 
Funded by the Chinese Government
Yuki OOI
 要　　旨 
 　本論の目的は，19世紀末から 20世紀初頭のアメリカで，チャイニーズが「チャイナ／清」とその「近
代化」をどのように考えたか，アメリカへの越境経験がそれにどう影響したか，考察することである。
本論では，従来研究蓄積が豊富な労働者や商人，かれらと関係が深かった氏族・出身地ごとの相互扶
助組織にも言及するが，それ以外の集団―氏族・出身地に基づかない組織や排華諸法の対象とならな
かった人びとである留学生―にも注目し，「チャイナ／清の近代化」についてかれらがどのように考え，
移住経験や厳格な排華諸法がそれに与えた影響を明らかにする。 
